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授業改善策【評価方法】

② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

令和６年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【植竹中学校】

知識・技能 知識・技能

<学習上の課題>
単元ごとに理解度や基礎的な知識・技能の定着
に差がある。
<指導上の課題>
習得した学習内容を活用する場面が少ない。

（学校番号２２８）

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

思考・判断・表現

１つの教科や単元で学んだ知識・技能を別の単元や他の教科でも横断的
に扱えるように、継続して問題演習や単元テスト等を実施し、定着を図
る。また、教科横断的な視点を身に付けられる活動を授業に取り入れ、
実践していく。また、より一層基礎的・基本的な知識・技能を身に付ける
ようにするために、スタディサプリやプリント等を活用して、くり返し問
題演習に取り組ませ、粘り強く取り組む態度を養うようにする。

③

思考・判断・表現 思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

生徒にとって身近な問題を解決する活動や、グループワーク・ディベート
活動・スピーチやビブリオバトルなど多種多様な場面での活動を行うこ
とで、生徒が課題意識を持って学習する機会を設ける。また、答えを導
く過程を言葉で説明する活動を継続して行ったり、ICTを活用しつつ生
徒が自分の活動を振り返るだけでなく教員から成果をフィードバックし
評価したりする場面を増やす。

<学習上の課題>
「思考・判断・表現」の記述式問題の無解答率が高
い。
<指導上の課題>
様々な場面で、自分で考えたことを自分の言葉
で説明する活動が少ない。

評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況

⑥

知識・技能

次年度への課題と授業改善策

知識・技能

思考・判断・表現

思考・判断・表現 思考・判断・表現

知識・技能 知識・技能

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤

※評 価

Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


